
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
２
０
１
６

年
１
月
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
住
民

登
録
を
し
た
全
員
に
12
桁
の
番
号
を
付

け
、
個
人
情
報
を
国
が
一
元
的
に
収
集
・

利
用
す
る
も
の
で
す
。
政
府
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
を
奨
励
す
る
た
め

に
、
様
々
な
「
利
便
性
」
を
宣
伝
し
て

き
ま
し
た
。
「
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の

写
し
な
ど
の
公
的
な
証
明
書
を
取
得
で

き
る
」
な
ど
、
利
便
性
に
加
え
２
万
円

相
当
の
「
ポ
イ
ン
ト
付
与
」
な
ど
、
政

府
は
普
及
に
躍
起
で
す
。

し
か
し
２
０
２
２
年
９
月
末
で
交
付

率
は
49
％
で
す
。
低
い
普
及
率
は
手
続

き
の
煩
雑
さ
に
加
え
、
個
人
情
報
が
国

に
握
ら
れ
、
そ
の
上
「
情
報
漏
洩
」
な

ど
の
不
安
が
消
せ
な
い
な
ど
様
々
で
す
。

ま
た
、
「
森
友
・
加
計
・
桜
疑
惑
」

の
隠
ぺ
い
や
、
戦
争
が
で
き
る
日
本
を

目
指
す
自
公
政
権
に
、
個
人
情
報
を
預

け
る
の
は
「
ま
っ
ぴ
ら
ご
め
ん
」
と
の

人
も
数
多
く
い
る
か
ら
で
す
。

国
は
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
受
診
す
る
よ
う
に

半
ば
「
強
制
と
脅
し
」
を
か
け
て
い
ま

す
が
、
10
月
14
日
に
は
「
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
」
は
「
保
険
証
で
安
心
し

て
受
診
で
き
る
国
民
皆
保
険
制
度
を
守

る
べ
き
」
と
の
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
シ
ス
テ
ム
不
具
合
時
は
ど
う
す
る
か
」

「
認
知
症
、
独
居
、
高
齢
単
身
者
」
な

ど
カ
ー
ド
を
管
理
で
き
な
い
人
は
ど
う

な
る
か
等
、
個
別
具
体
的
な
課
題
を
挙

げ
て
、
更
に
は
「
患
者
・
国
民
は
、
使

い
慣
れ
た
保
険
証
を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
本
化
し
て
ほ
し
い

な
ど
と
は
求
め
て
い
な
い
」
と
し
、

「
国
民
主
権
・
民
主
主
義
に
も
と
る
」

と
糾
弾
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
行
の
国
民
健
康
保
険
証
を

何
ら
か
の
事
情
で
そ
の
資
格
を
喪
失
し

た
人
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な

け
れ
ば
窓
口
で
全
額
負
担
し
、
後
日
資

格
証
明
書
に
よ
り
医
療
費
を
清
算
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
時
的
に
は
相
当

の
現
金
が
な
け
れ
ば
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
問
題
で
岸
田
文
雄
首
相
は
10
月

24
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
、
「
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
は
資
格
証
明

書
で
は
な
い
制
度
を
用
意
す
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
岸
田
政
権
の
と

に
か
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及
の
拙
速
さ

と
、
現
場
の
実
態
と
乖
離
し
た
、
あ
ま

り
に
も
軽
薄
な
政
策
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
反
対
し
ま

し
ょ
う
。
ま

し
て
や
保
険

証
廃
止
の
強

権
的
な
政
策

は
や
め
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
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国民健康保険証廃止 絶対反対！

河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
大
臣
は
、
10
月
13
日
の
記
者
会
見
で
「
２
０
２
４
年
秋
に
現

在
の
健
康
保
険
証
の
廃
止
を
目
指
す
」
と
表
明
。
医
療
機
関
・
薬
局
に
２
０
２
３
年
４

月
か
ら
資
格
確
認
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
導
入
す
る
こ
と
に
対
し
、
医
療
関
係
者
を
は
じ
め

と
し
て
多
く
の
反
対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
そ
の

も
の
が
、
あ
ら
ゆ
る
個
人
情
報
を
国
家
が
管
理
す
る
危
う
い
制
度
で
す
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
一
元
化
は
許
せ
な
い
！

保
険
証
を
「
人
質
」
に

強
権
発
動
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

戦
争
に
向
か
う
国
に

個
人
情
報
提
供
は
危
な
い

露
わ
に
な
っ
た
岸
田
政
権
の

無
知
、
無
能
な
政
策



「
安
保
３
文
書
」
と
は
「
国
家
安
全
保

障
戦
略
」
と
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
向
う
10

年
間
を
見
越
し
た
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
、

さ
ら
に
５
年
間
で
必
要
な
装
備
な
ど
を
具

体
化
し
た
「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」
で

組
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
安

保
３
文
書
」
の
全
面
改
定
は
、
米
軍
が
日

本
に
求
め
る
「
統
合
抑
止
力
」
に
応
え
た

も
の
で
す
。

米
軍
の
「
統
合
抑
止
力
」
と
は
、
対
中

国
戦
略
を
「
第
１
列
島
線
」
と
し
、
九
州

沖
か
ら
琉
球
諸
島
、
南
シ
ナ
海
に
い
た
る

地
域
を
、
日
米
一
体
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
網

の
壁
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
第
１

列
島
線
上
に
あ
る
奄
美
大
島
（
鹿
児
島
）

か
ら
沖
縄
本
島
の
う
る
ま
市
、
宮
古
島
、

さ
ら
に
石
垣
島
に
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を
配
備

し
ま
す
。
こ
れ
で
「
米
軍
は
矛
・
自
衛
隊

は
盾
」
と
の
役
割
分
担
を
大
転
換
し
「
専

守
防
衛
」
は
死
文
化
し
ま
す
。

南
西
諸
島
の
基
地
化
は
、
こ
れ
ま
で
の

日
本
の
防
衛
戦
略
と
防
衛
装
備
品
を
根
本

的
に
変
え
な
い
と
実
質
化
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
仮
に
「
台
湾
有
事
」
が
起
こ
れ
ば
米

軍
も
支
援
に
動
き
、
自
衛
隊
の
参
戦
も
前

提
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
（
北
太
平
洋
条
約
機
構
）
並
み
の
軍

事
費
を
求
め
、
日
本
の
防
衛
費
を
５
年
間

で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
の
増
額
、
２
０
２
３
年

度
か
ら
の
防
衛
費
を
５
年
間
で
総
額
43
兆

１
０
０
０
億
円
の
計
上
を
予
定
、
そ
の
財

源
は
新
た
な
税
負
担
と
な
り
ま
す
。

自
衛
隊
は
こ
れ
ま
で
中
国
の
太
平
洋
進

出
を
阻
む
た
め
の
装
備
を
増
強
し
、
米
豪

な
ど
と
も
合
同
演
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
で
は
、
離
島
奪
還
作
戦
を

担
う
３
０
０
０
人
規
模
の
日
本
版
海
兵
隊

で
あ
る
「
水
陸
機
動
団
」
を
佐
世
保
基
地

に
配
備
。
海
上
自
衛
隊
は
、
軽
空
母
「
ひ
ゅ

う
が
」
「
い
せ
」
に
加
え
、
「
い
ず
も
」

と
「
か
が
」
を
空
母
化
し
、
こ
こ
に
は
Ｆ

35
ス
テ
ル
ス
多
用
途
戦
闘
機
の
搭
載
を
予

定
し
、
す
で
に
発
着
訓
練
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
航
空
自
衛
隊
も
空
中
給
油
機
や
哨

戒
機
の
増
強
、
戦
闘
機
の
改
良
も
余
念
が

あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
「
安
保
３
文
書
」
改
定
の

「
肝
」
は
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
と
射

程
２
０
０
㌔
を
１
０
０
０
㌔
に
し
た

「
ス
タ
ン
ド
オ
フ
」
ミ
サ
イ
ル
の
保
有

で
す
。

敵
が
日
本
に
対
し
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を

準
備
し
て
い
る
こ
と
を
感
知
す
れ
ば
、

先
に
ミ
サ
イ
ル
で
敵
基
地
、
司
令
部
に

「
反
撃
」
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
正
確
な
情
報
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

情
報
収
集
衛
星
で
は
移
動
ミ
サ
イ
ル
基

地
や
地
下
司
令
部
を
把
握
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
敵
の
通
信
傍
受
も
周
波
数

を
変
え
ら
れ
た
ら
不
可
能
で
す
。
潜
水

艦
や
地
中
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
準
備

も
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
不
確

実
な
情
報
を
根
拠
に
「
反
撃
」
す
れ
ば

先
制
攻
撃
と
な
り
ま
す
。

政
府
・
自
民
党
や
一
部
野
党
が
こ
こ

ぞ
と
ば
か
り
に
日
本
の
防
衛
政
策
の
根

本
的
転
換
を
急
い
で
い
ま
す
。
朝
鮮
、

中
国
、
ロ
シ
ア
の
動
向
を
絶
好
の
機
会

と
し
て
利
用
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
同

調
し
た
危
機
意
識
の
扇
動
は
深
刻
で
す
。

今
や
、
日
本
の
「
平
和
外
交
」
を
求

め
る
声
は
か
き
消
さ
れ
て
い
ま
す
。
改

め
て
改
憲
に
反
対
し
憲
法
９
条
を
世
界

に
広
げ
る
外
交
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外 ２０２２年１１月

お問い合わせ先週刊新社会を
読みませんか

敵基地攻撃能力保有へ！

平
和
外
交
こ
そ
安
全
保
障

政
府
は
年
末
ま
で
に
日
本
の
安
全
保
障
の
根
幹
と
な
る
「
安
保
３
文
書
」
を
全
面
改

定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
政
府
の
「
有
識
者
会
議
」
や
「
与
党
協
議
会
」
が
開
か
れ
、

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
」
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
の
軍
事
費
の
財
源
が
論
点
で
す
が
、
こ

れ
は
明
ら
か
に
日
本
の
軍
事
大
国
化
へ
の
道
で
あ
り
、
反
対
し
ま
し
ょ
う
。

軍
事
費
２
％
・
５
年
間
で
43
兆
円

ミ
サ
イ
ル
射
程
１
０
０
０
㌔
へ

安保３文書




